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▶平成26年7月1日より広報広聴係に配属され、広報編集などを
担当することになりました。カメラも触ったことないし、編集ソ
フトも使ったことない、なんだか転職でもしたようなそんな気
分。だけど、時間は待ってはくれません。今は、時間を無駄にしな
いよう毎日努力するのみです。優しい先輩とともにこれから広報
おうらを作っていきたいと思います。よろしくお願いします。
▶さて、皆さん笑顔で過ごしていますか？私は常に「笑顔」を心掛
けています。そのおかげで、目じりのシワが…。そんなことは気に
せずに、これから笑顔で取材していきます。笑顔の広報担当者、そ
れが僕。皆さんも取材は最高の笑顔でお願いします！（本澤）

ひとりごと　From editors

瑞穂の国
（中野地内）

松
原
墓
地
の
筆ふ

で

こ子
塚

　
篠
塚
中
坪
谷
の
南
に
松
原
墓
地
と
い
う
お
墓

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
墓
地
の
中
に
渡
邊
源
兵
衛

の
筆
子
塚
が
あ
り
ま
す
。雨
風
に
さ
ら
さ
れ
て
、

読
み
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
彫
っ
て
あ
る

文
字
は
分
か
り
ま
す
。
高
さ
１
・
５
ｍ
ば
か
り

で
、
明
治
14
年
10
月
17
日
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　「
松
白
碧
寿
信
士

　
寿
白
春
髄
信
女
」

　
渡
邊
源
兵
衛
と
チ
カ
夫
妻
の
法
名
で
す
。
台

座
に
は
正
面
に
渡
邊
の
２
字
、
３
面
に
は
筆
子

20
人
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
筆
子
と
い
う
の
は
、
手
習
い
塾
の
子
ど
も
の

こ
と
で
、
今
の
書
道
塾
に
通
う
子
ど
も
の
こ
と

で
す
。
そ
の
筆
子
た
ち
が
師
匠
の
た
め
に
建
て

た
お
墓
を
筆
子
塚
と
呼
び
ま
す
。
こ
れ
は
渡
邊

源
兵
衛
と
い
う
書
道
の
先
生
の
た
め
に
弟
子
た

ち
が
建
て
た
も
の
で
す
。
源
兵
衛
先
生
を
弟
子

た
ち
が
、
ど
ん
な
に
敬
っ
て
い
た
の
か
分
か
り

ま
す
。
渡
邊
源
兵
衛
は
享
和
２
年（
１
８
０
２
）

野
州
都
賀
郡
赤
麻
村
（
栃
木
県
下
都
賀
郡
藤
岡

町
赤
麻
字
北
坪
）
藤
沼
市
左
衛
門
の
三
男
と
し

て
生
ま
れ
、
渡
邊
家
の
養
子
と
な
り
、
チ
カ
と

結
婚
し
ま
し
た
。
書
道
に
優
れ
て
お
り
地
元
の

若
者
た
ち
に
教
え
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
家
系
は
、
子
、
源
六
か
ら
定
吉
‐
幾
太

郎
‐
藤
雄
‐
全ま

さ
あ
き朗
さ
ん
と
続
い
て
い
ま
す
。
全

朗
さ
ん
は
筆
子
塚
保
存
の
た
め
、
平
成
５
年
10

月
、
筆
子
塚
を
建
て
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
碑
を
見
る
人
た
ち
に

よ
っ
て
昔
の
篠
塚
周
辺
の
子
ど
も
た
ち
の
手
習

い
の
様
子
や
、
源
兵
衛
師
匠
の
話
は
末
長
く
語

り
伝
え
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

横
根
（
よ
こ
ね
）

　
昔
、
篠
塚
村
の
あ
る
お
大
尽
の
地
主
の
娘
さ

ん
が
、
ひ
と
村
越
え
た
舞
木
村
（
千
代
田
町
）

へ
お
嫁
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
大
尽
で
は

嫁
さ
ん
に
土
地
を
分
け
て
や
り
ま
し
た
。
そ
の

場
所
は
、
赤
堀
村
の
十
軒
と
、
篠
塚
村
の
八
丁

の
間
に
あ
る
山
林
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
明
治
に
な
っ
て
村
境
を
定
め
た

と
き
、
こ
の
土
地
は
舞
木
村
某
の
所
有
地
と
い

う
こ
と
で
、
舞
木
村
分
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
土
地
の
人
た
ち
は
、こ
の
飛
び
地
を
通
称「
横

根
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
土
地
は
現
在
、

開
発
さ
れ
工
業
団
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

土
地
の
所
在
地
は
も
と
も
と
、
篠
塚
村
分
と
赤

堀
村
分
で
し
た
が
、
遠
く
の
舞
木
村
と
い
う
木

が
、
横
の
方
に
根
を
伸
ば
し
、
生
え
出
し
て
き

て
舞
木
村
分
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
人
々

は
、
こ
の
飛
び
地
を
横
根
と
呼
び
ま
し
た
。
こ

こ
は
現
在
も
千
代
田
町
大
字
舞
木
の
飛
び
地
と

し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

〈
第
三
十
九
回
〉

Photo 原田隆雄

あすへひとこと

若い人たちに語り継ぎたい、
次の世代に残しておきたい。
貴重な話をお届けします―。

邑楽町の地名あれこれ⑦
「邑楽町の昔ばなし」より

【発行】邑楽町老人クラブ連合会　【編集】あすへひとこと編集委員会
平成 10年 12 月 31 日発行「高齢者の語り（第六集）あすへひとこと」より

この広報誌は、自然保護のため 
植物油インキを使用しています。

公立の学校がなかった時代、教育は善意や奉仕で行われていました。
子どもたちは師匠のもとで実践的な読み書きを習いました

この広報誌は、東日本大震災で被災した三菱
製紙のニューVマット紙を使用しています。


